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明治６年に本校の前身として開校された「象成学舎」の 
名にちなみ、学校だよりの題字を「象成」（しょうせい） 
としました。 

 
 
９／２６（火）に、下都賀地区音楽発表会が行われ、吹奏楽部

の子どもたちが努力の成果を発揮することができました。 
１０月は、陸上交歓会やスポーツフェスティバル、校外学習

等、子どもたちの成長につながる活動を通して、一人一人が成
長する「実りの秋」となります。 
一人一人の努力が、確かな自信となるように学校と家庭の連

携をよろしくお願いいたします。 
 

 
 
 
 
９／１４（木）の授業参観・懇談会では、多くの保護者の皆様にご参加いただきありが

とうございました。どの学級の子どもたちも、友だちと関わりながら、自分らしさを発揮
して学習に取り組むことができました。 

また、懇談会では「家庭での時間の使い方」について、ご家庭での様子や子どもへの働
きかけ方についてお話し合いいただきありがとうございました。 

 
 １年生の保護者を対象としたハッピー子育て講座では、 
「何で勉強するのと聞かれて」という演題で、大塚 幸一先
生の講演を聞かせていただきました。 
 参加された方からは「勉強の必要性について、子どもの捉
え方や考え方を生かしながら、親としての考えを伝えていき
たい。」などの感想をいただきました。 
 

 
 
 

 
 

 

５年生の宿泊学習（とちぎ海浜自然の家他） 
５年生が、９／２０（水）～２２（金）の２泊３日で宿泊学習に行ってきました。 

保護者の皆様には、荷物の運搬や１日目昼食の準備など大変お世話になりました。 
１日目は、茨城空港を見学し、空港の役割や仕事について学び、午後からは自然の家に

入所して活動を始めました。２日目は、砂浜活動や塩づくりなど海に触れる活動をしまし
た。３日目は、退所後にアクアワールド大洗で班別行動を楽しみました。 
子どもたちは、様々な体験活動を通して、仲間と協力して成長することができました。 

  ＜空港で滑走路見学＞  ＜砂浜活動で水汲みリレー＞   ＜海水で塩づくり＞ 

 

４年総合「みんなちがって みんないい」 
４年生では、総合的な学習の時間に社会福祉について学習しています。今年も栃木市社

会福祉協議会と連携し、様々な体験活動を実施しています。 
 赤い羽根共同募金の取組
を通して、社会福祉の仕組み
を学ぶことができました。 
 また、点字ボランティアの
方々をお招きし、点字を打つ
体験をしたり、身近にある点
字について知ったりするこ
とができました。 
 

栄養教諭による食育指導の充実 

 ３年生では、国語の学習と関連させ、大豆や牛乳を例に
して、様々な知恵で形を変える食品について学習しまし
た。 
 ５年生では、宿泊学習と関連させ、バイキング形式の食
事をする際に、栄養のバランスをとることの大切さを学
習しました。 
 両方とも成長と栄養のバランスについて知ることで、
自分の体づくりへの意識を高めています。 
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授業参観・懇談会へのご協力ありがとうございました 

元気いっぱい 夢いっぱい 仲良しいっぱいの大宮北小 



 
多様な人々から学ぶ体験活動の充実 

 
  本校では、学校経営の重点的な取組として「生命の尊さや自然の大切さを実感し、多
様な他者と協働する体験活動の充実」に取り組んでいます。 
 表ページでも４年生の社会福祉体験を紹介しましたが、これらの体験活動は、地域や関
係機関等との連携が欠かせません。 
 今回は、９月に行われた３つの取組の様子を紹介いたします。 
 
  地域のスーパーマーケットの協力による体験学習 
 
 ３年生が、社会科でお店の仕事について学習しています。今年もとちぎコープさんにご
協力をいただき、スーパーマーケットの仕事について調べることができました。 

 
 子どもたちは、商品の
並べ方などの販売の工夫
についてインタビューで
きました。 
 調理しているバックヤ
ードの様子も見せていた
だき、とても貴重な機会
になりました。 
 

 
飼育委員会での獣医師による体験学習 

 
 栃木県の事業の一環として、獣医師さんをお招きし、動物の生命について学ぶことがで
きました。 

飼育委員会の子どもた
ちが、ウサギの特徴や世話
の仕方を学びました。 
 また、実際に動物園から
借りてきたウサギを使っ
て、心音を聴くことも体験
できました。 
 
 

 
体力向上アドバイザーによる体育学習 

 
 栃木県では、各小学校の５年生を対象とした体力向上
アドバイザー派遣事業を実施しています。 
本校でも年２回、体操の専門家による体育の授業を実

施しました。 
 ２回目となる今回は、ロープや風船を用いて、ジャン
プする動きや走る動きなどを学びました。 
 活動量が豊富で、楽しみながら体をたくさん動かす授
業は、教職員にとって大変参考になりました。 
 

 

 

学校全体で授業改善に取り組んでいます！！ 

 

 本校では、子どもたちの学力の状況を踏まえ、「学習意欲の向上」と「話合い活動の 
充実」をポイントにした授業改善に取り組んでいます。 
９／２８（木）には、下都賀教育事務所や栃木市教育委員会の先生方が、全学級での 

授業の様子を参観され、指導助言をいただきました。 
 

  ＜１年考え方の説明＞   ＜２年児童主体の話合い＞ ＜３年文の構成の意見交換＞ 

 ＜４年ペアでの実験＞    ＜５年英語での対話＞  ＜６年資料について話合い＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 伝えたい想い 
   たくさん話そう 

東陽中学校区の小中学校では、毎月１４日を 

「トーヨーの日」として、家庭内のコミュニケーションを 

より深めていくための「家ぞく団らんの日」としています。 

＜授業研究からの先生方の学び＞ 
・ 普段から「質問する」活動を取り入れていきたい。 
・ 「発表する力」だけでなく「聞く力」もほめていきたい。 
・ 教科等の「見方・考え方」を視点にした話合い活動を行いたい。 
・ 掲示物が、子どもの考えるヒントになると、安心した学びになる。 
・ 子ども同士の意見がつながり、考えを深められるファシリテート力が大切。 


